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明治中期の岡山県における
　　商品流通をめぐって
神 立　　春　　樹
??﹇?本稿の課題
当該の時期の運輸事情
当該の時期の物産県外移出入
有力商人層の存在状況
主要商業地における商品流通
　　1　本稿の課題
・lx
　本稿は，これまでに筆者がすすめている「日本資本主義の成立・展開と地
域編成」という課題追究の多くの素材を求めてきている岡山県についての検
　（1＞
討の一環として，近代産業の発展近代交通網の形成にともなう地域編成を
明治中期の商品流通を通じて検討しようとするものである。
　近代産業の発展があらたな商品流通をひきおこし，近代交通網の形成が商
品流通ルートにおける大きな変化をもたらすことはいうまでもないであろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）筆者は「戦前期岡山県物産県外移出入状況」なる小論において，日本資本主
義確立期における岡山県産業構造の形成と地域編成を物産県外移出入＝商品
（1）筆者のこれまでのこのような観点からの岡山県近代産業史に関するものに，本学会
　誌の第12巻第1号，第2号，第4号，第13巻第1号，第2号，第4号，第14巻第3・
　4号，『（岡山大学産業経営研究会）研究報告書第14集岡山県の産業構造』（同会刊行物
　第15集），同前第16集（同17集），『地方史研究』173号，掲載のものがある。
（2）　『岡山大学経済学会雑誌』第13巻第2号，1981年，所収。
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流通という側面から検討したが，そこでは物産移出入部門別状況において岡
山県産業構成とその推移が反映されていること，物産移出入地域別状況にお
いて鉄道網の形成にともなう地域編成がみられ，工業発展の動向とあいまっ
て産業地域の形成をもたらすことをあきらかにした。以上のごとき検討を前
提として，本稿は『日本全国商工人名録』第2版，明治31年12月刊行，によ
る明治中期の有力商人層の存在状況と，同年の物産県外移出入統計にもとづ
いて，この時期の主要商業地における商品流通を検討するものである。
2　当該の時期の運輸事情
　本稿で検討対象とする時期である明治31年という年は，明治24年に岡山県
下を開通した山陽鉄道（今日の山陽本線，全線開通は明治24年）のほかに，
中国鉄道（今日の津山線）が開通する年であって，交通体系が，従来の道路
交通，河川交通，内海航路から近代鉄道交通へと，すでに大きく転換した年
　　　（3｝
である。このような交通体系の変革により，商品流通は大きく変化し，商品
流通ルート，商品集散地，さらには商人層そのものにも大きな推移がみられ
たことはいうまでもないであろう。第1図は，このような明治31年における
物産集散地を示すものである。二重丸を付した地点は『岡山県農商工年報』
の「輸出入」において「鉄道宿駅及著名港津二就キ調査スレバ左ノ如シ」と
してあげられている物産県外移出入地である。同統計書には「汽車乗客及荷
物」統計があり，山陽鉄道の各駅と，中国鉄道の各駅について，乗車人員，
送出荷物，収入賃銭を記載している。山陽鉄道にあっては，その各駅はすべ
て物産県外移出入地としてあげられているが，中国鉄道の各駅を丸印で図示
した。開設されたばかりの各駅であるが，集荷地となっていることはいうま
でもない。また，同統計書には，　「著名港湾船舶出入数」があり，　「県下著
（3）岡山県の交通に関するものとしては，藤沢晋『岡山県の交通』1972年
　版株式会社，がある。
日本文教旨
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第1図　岡山県物産集散地（明治31年）
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註　1）　『第21回岡山県農商工年報』および『日本全国商工人名録第2版』より作成．
　　2）◎物産県外移出入地
　　　　　●河川舟運の極所
　　　　　○中国鉄道駅
　　　　　傍線は著名港湾船舶出入数に出てくる著名港湾．
　　　　　ゴシックは有力商工業者所在地
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名ナル港湾二藍ル西洋型船及日本型船五拾石以上ノ出入数ヲ調査スレバ左ノ
如シ」として，7港について，西洋型船（500トン未満，100トン未満の別），
日本型船（500石以上，50石以上の別）の出入数を記している。傍線を付した
ものがそれである。同統計書には，さらに，「河川，舟路」がある。河川の名
称，通船極所名（水上，水下），通船ノ里程，船積高を記すものであるが，砂
中の河川はそこにあげられているもので，黒点の地点は通船極所である。以
上の同統計書にお・ける記載から，山陽鉄道の開通により，その各駅が物産県
外移出入地となっていること，この年に開通したばかりの中国鉄道各駅は，
なお物産県外移出入地とし把握されていないこと，内海航路は大きく後退し
たとはいえ，なお多くの港津が県外移出入地として把握されていること，河
川交通は衰微しつつあるといえどもなお物資輸送手段としての重要性をもつ
ていること，県北の，いずれも美作に所在するいくつかの個所が道路＝往来
筋にあって県外物産移出入地となっており，なお・道路交通が特に美作地方で
は重要であったこと，などを示しているといえるであろう。
　ところで，本稿の主要依拠史料である『日本全国商工人名録』第2版，に
おける商工人名は，「商工人名足無ヲ各府県二野テ分ケ，之ヲ各都邑二三テ分
ケ，…」と「凡例」にあるごとく，市町村別把握を行なっているのであるが，
岡山県における市町村としては岡山市，牛窓町，西大寺町，下津井町，味野
村，倉敷町，玉島町，笠岡町，高梁町，津山町，林田町，東津山町の12市町
村となっている。これらの都邑は第1図においてゴシックで示してあるが，
高梁町と林田町のほかは，県外物産移出入地として把握されている市町村で
あり，まさしく主要集散地であったところである。
　以上のごときこの時期の運輸事情＝交通体系のもとにある岡山県における
商品流通状況を検討していきたい。
3　当該の時期の物産県外移出入
以上のごとき商品流通網とその結節点を形成していたこの時期の商品流通
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の状況を概観したい。この商品流通にかかわる資料としては前に記した『農
商工年報』の「輸出入」があり，この県外移出入統計によって以下，検討し
ていく。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）　第1表は，県外移出入を部門別，品目別に示すものである。これによって，
県外移出入の部門別，品目別構成の特徴を検討しよう。この年の県外からの
移入は31，381，650円，県外への移出29，374，417円で，合計60，756，067円とな
る。移出額が移入額をややうわまわるが，両者はほぼ均衡しているといえる。
まず移出入総額でみると，糸類及其原料が26，2％で最大で，ついで普通農産
物24．0％，肥料13．1％，其他11．5％，織物及其原料7．5％，編物及其原料4．7
％，油類燃料4．1％，飲食物4．1％，水産物3．1％，金属及同製品1．8％となっ
ている。これは部門別であるが，品目別にみると，米20．4％，綿糸15．3％，
鮭粕羽島10．9％，繰綿5．8％，呉服太物5．5％，金布糸3．8％，石炭2．4％，材
木2．2％，雑穀2．0％となる。その他心桿真田紐，麦，生魚，足袋，花心，其
他肥料，砂糖，和洋小間物，酒，刻煙草，石油，小倉，鉄，其他雑貨が1％
台である。これらが県外移出入からみた主要商品であって，有力商業者のと
りあつかうものであろう。
　以上が主要商品であるが，移出，移入別にみることによって，部門別，品
目別構成上の特徴をみよう。総額で最大であった無類及其原料は，移出，移
入のいずれにお・いても最大の比率を占めるが，移出が移入を大きくうわまわ
り，占有率の大きさは移出においてことに大きい。このような糸類纂其原料
部門にあって最大の比率を占めるのは綿糸であるが，これが移出の27．1％を
占める。移入中の比率はわずか2．8％にすぎず，完全な移出型である。移出先
は清国，大阪，九州である。移入は繰綿が11．6％，毛布糸が7．9％を占めるが，
（4）　r岡山県統計書』ならびにそれを欠く明治20年代の『岡山県勧業年報』（およびその
　改題である『岡山県農商工年報』）にはそれぞれの年度の物産県外移出入統計があるが，
　明治37年からは善通農産物から其他雑品の10部門分類集計がある（大正8年からはさ
　らに家畜・家禽が加わる〉。本稿ではその部門分類にしたがって部門別集計を行なった。
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第1表 岡山県物産県外移出入額部門別構成
移　　出　　入　　額　　（円） 同比率　（％）
移　　出 移　　入 移　出　入 移出 移入 移出入?
7412916　3　　　　　　、 5，002，762！2，415，678 23．617．0 20．4普農
@　産
ﾊ物
?
630043　　　， 311175　　　， 941，2182．0 1．1 1．5
雑　　　穀 801822　　　， 416529　　　， 1218351　1　　　　　　1 2．6 1．4 2．0
小　　　計 8844781　，　　　　　　， 5，730，46614572247　　，　　　　　　　， 28．2 19．5 24．0
食　　　塩 374788　　　， 181，180 555，9681．2 0．62 0．92
生　　　魚 243099　　　， 678428　　　， 921527　　　， 0．77 2．3 1．5
???
塩　乾　魚 50351　　， 124981　　　， 175332　　　， 0．16 0．43 0．29
乾　　　物 19，400 224281　　　， 243681　　　， 0．06 0．76 0．40
小　　　計 687638　　　， 1208870　，　　　　　　， 1，896，5082．2 4．1 3．1?
444414　　　， 366，215 810629　　　， ！．4 1．2 1．3
醤　　　油 212，469 58450　　， 270919　　　， 0．68 0．200．45『
砂　　　糖 80，305 817，728 898，0330．26 2．8 ！．5
???
鶏　　　卵 178，654
???，
181974　　　， 0．57 0．01 0．30
茶 34385　　， 44160　　， 78545　　， 0．11 0．15 0．13
錘　　　詰 87310　　， 一 87310　　， 0．28 一 0．14
素　　　麺 138，298 一 138298　　　， 0．44 一 0．23
小　　　計 1175835　，　　　　　　， 1289873　，　　　　　　1 2465708　，　　　　　　， 3．7 4．4 4．1
呉服太物 767，2072556150　，　　　　　　， 3323357　，　　　　　　， 2．5 8．7 5．5織判
ｨ製l品
木　　　綿 124130　　　， 336，360 460，4900．04 1．6 0．76
小　　　倉 692584　　　， 42150　　， 734，7342．2 0．14 1．2
小　　　計 1，583，9212934660　，　　　　　　， 4，518，5815．0 10．0 7．5
生　　　糸 439970　　　， 27000　　， 466970　　　， 1．4 0．09 0．77?
117253　　　， 184100　　　畢 301353　　　， 0．37 0．63 0．50
綿　　　糸 8490781　，　　　　　　， 809β089300089　，　　　　　　， 27．1 2．8 15．3
??????
実　　　綿
???， ???， ???，
0．01 0．02 0．02
繰　　　綿 92000　　， 3，416，9673508967　，　　　　　　， 0．29 ll．6 5．8
金　布　糸 ｝ 2，333，577
2333577　，　　　　　　，
一 7．9 3．8
小　　　計 9143604　，　　　　　　， 6，776，70215920306　　，　　　　　　， 29．1 23．1 26．2
銅 221798　　　， 288 222086　　　， 0．71 0．00 0．37金同
ｮ三ｹ品
鉄 117775　　　， 546，994 666，7690．38 1．9 1．1
金　　　物 18200　　、 179639　　　3 197839　　　、 0．06 0．610．33
小　　　計 357773　　　， 726，9211，084，694　1．12．5 1．8
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移　　出　　入　　額　（円） 同比率　（％）
移　　出 移　　入 移　出　入 移出 移入 移出入
畳　　　表 273β40 82，108 355，4480．87 0．28 0．59
花　　　莚 882617　　　， 一 882，6172．8 一 1．5
??????
?
385203　　　，
???，
392，7631．2 0．03 0．65
麦稗真田紐 1003234　，　　　　　　， 75，900 1，079，1343．2 0．26 1．8
麦　　　程 74，056 78，050152，！06 0．04 0．270．25
小　　　計 2，618，450243618　　　， 2，862，0688．3 0．83 4．7
石　　　油 174，270 554348　　　， 728，6180．56 1．9 1．2
種　　　油 43，404 113060　　　， 156，4640．14 0．38 0．26油同???
石　　　炭 341，6001134361　，　　　　　　， 1，475，961．1 3．9 2．4
木　　　炭 70，110 35481　　， 105591　　　， 0．22 0．12 0．17
小　　　計 629384　　　， 1，837，2502，466，6342．0 8．4 4．1
山脚・羽緋 2523582　，　　　　　　， 4，123，7286647310　，　　　　　　　， 8．0 14．0 10．9??
種油干粕 30700　　， 457，449 488149　　　， 0．10 L6 0．80
其他肥料 125873　　　， 726，698 85257！　　　， 0．40 2．5 1．4
小　　　計 2680155　，　　　　　　， 5，307，8757，988，0308．5 18．1 13．1
葉　煙　草 76745　　， 158，975 235720　　　， 0．24 0．54 0．39
刻　煙　草 409，490 366570　　　， 776，0601．3 L2 1．3
足　　　袋 913664　　　，
???，
92G　344　　　， 2．9 O．02 1．5
和洋小問物 118300　　　， 766，930 885230　　　， 0．38 2．6 1．5
マ　　ッ　チ 16670　　， 52，730 69，4000．05 0．18 0．11
陶　　　器 238，715 109240　　　， 407955　　　， 0．76 0．58 0．61
漆　　　器 106β80 86460　　， 192，840．34 0．290．32
紙 251，805 344738　　　， 596543　　　， 0．80 1．2 0．98
薬　　　種 13，280 133β64 146，6440．04 0．45 0．24
?????
藍 63，760 133062　　　， 196822　　　， 0．20 0．45 0．32
材　　　木 675164　　　， 673，0901，348，2542．2 2．3 2．2
牛 112，285 81，875 194160　　　， 0．36 0．28 0．32
石　　　灰
???，
62349　　， 65，3170．01 0．21 0．11
石筆石粉 67956　　， 一 67，9560．22 一 0．！1
煉　　　瓦 88350　　， 一 88，3500．28 一 0．！5
鉱　　　物 99876　　， 25139　　， 125015　　　， 0．32 0．09 0．21
灰　　　具 30，600 一 30，6000．10 『 0．05
其他雑貨 374，101 256980　　　， 631，081．2 0．87 1．0
小　　　計 3660109　，　　　　　　， 3318182　，　　　　　　， 6978291　，　　　　　　， 11．7 11．3 11．5
総　　　　計 31381650　　，　　　　　　， 29，374，417 60，756，067100．0100．0 100．0
註　1）　『第21回岡山県農商工年報』より作成．
　　2）同書における原数値は，移出額31，381，650円，移入額は27，324，4ユ7円であるが，再
　　　集計の結果は本表総計数値となる，
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　　　　（ママ）前者は，支那，印度，米国，後者は，大阪，神戸を主なる仕出地としている。
移出はきわめて少なく，紡績業，綿織物業の原料として県内で消費されてい
るであろう。生糸は移出は1，4％で大きくなく，移入はさらに小さい。この
糸類場面原料についだ普通農産物部門は，移出，移入ともに第2位であるが，
この部門も移出が移入をうわまわっている。米がこの部門の中心で，それが
移出の28．2％，移入の17．0％を占めていて，移出においては綿糸につぐ，そ
して移入においては最大の品目である。兵庫，神戸，広島；大阪地方を仕向
地とし，広島，山口，四国，兵庫を仕出地としている。肥料部門は移出は8．5
％，移入は18．1％で，その中心は鮭粕宮崎である。これは北海道を仕出地と
し，四国，山陰地方を仕向地としている。県下での消費も少なくないであろ
うが，中継地的機能を果していたといえよう。織物山頭製品は移出5．0％，移入
10．0％で移入型である。呉服太物が移出の2．4％，移入の8．7％で，京都，大
阪，東京を仕出地とし，九州，山陰地方を仕向地としている。中継地的機能
を果している。このほかは小倉が移出の2。2％であり，大阪，東京，神戸へ移
出している。総額で4．7％を占めていた編物高論原料は，移出は8．3％，移入
は0．83％で，完全に移出型である。前説真田紐が移出の3．2％，花莚が移出op
2．8％であり，ともに神戸，横浜を仕向地としている。飲食物は移出3．7％，
移入4．4％と移入超過であるが，この移出の大きいのは砂糖で，これが2．8％
を占める。讃岐，九州を仕出地としている。油類及燃料部門は移出2．0％，移入
8．4％であって移入型である。石炭が最も大きく，移出の1．1％，移入の3．9％
となっている。九州，長門を仕出地としている。石油も移入の1．9％であるが，
神戸，横浜，山口を仕出地としている。水産物部門は移出2．2％，移入4．1％
で移入がうわまわるが，生魚が移入の2．3％，食塩が移出の1．2％となって
いる。金属急心製品部門もまた移入が移出を大きくうわまわる。1．9％の鉄の
移入がある。総額で11．5％を占める多くの雑多な品目からなる其他雑品部門
は，移出がユ1．7％，移入が11．3％となっている。実額でも移出が移入をやや
うわまわるが，この部門全体としてはほぼ均衡がとれている。これらのうち
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材木は移出2．2％，移入2．3％，足袋が移出2，9％，移入O．02％，刻煙草が移出
1．3％，移入1．2％，其他雑i貨が移出1．2％b，移入O．87％となっている。材木は
移入の仕出地は紀伊，四国，九州，移出の仕向地は神戸，大阪であって，実
額では移出が移入をややうわまわっていて，材木の中継地機能を果しているよ
うに思われる。移入のウェイトはきわめて小さい足袋は，移出仕向先は大阪，
四国，山陰地方となっている。
　以上にみたごとく，この年の岡山県の主要移出品は綿糸，米，鮮適評緋，
麦桿真田紐，足袋，花莚，雑穀，呉服太物，小倉，材木，麦であり，特に綿
糸，米は抜群の大きさである。他方，主要移入品は，米，影堂羽鮮，繰綿，
呉服太物，金布面，石炭，砂糖，和洋小間物，其他肥料，生魚，材木で，特
にはじめの3品目はいずれも10％以上で，これだけで42．7％を占める。主要
農産物である米，紡績業製品である綿糸，綿織物業製品である小倉，太物と
いう綿織物，麦谷真田紐，花莚という農産加工品，それに足袋は，米をのぞ
いては移入は小さく（呉服太物は移入の8．7％を占めるが，呉服が主なるもの
であろう），これらは岡山県において生産せられたものであろう。農業の占める
ウェイトが大きいことはいうまでもなく，米の移出の大きさは，まさしくそ
のような農業出面情況を反映したものであろう。この米と麦，雑穀以外はい
ずれも工産物であるが，それらはいずれも岡山県の主要工業生産なのである。
この時期は，綿糸紡績業が抜群のウェイトを占め，藺莚業，麦雨真田業のウ
エイトのたかいこと，また綿織物業，足袋縫製業のウェイトがこの年は工場
生産としては浮びあがらないが，後年に明確になってくるように主要な製造
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）工業であること，というような工業構成上の特徴があるが，この移出状況は
まさしくこのような工業構成上の特徴を反映したものとなっているのである。
他方，移入品は豆粕羽鮭に代表される肥料，繰綿，金壷糸，等は農業，紡績
（5）拙稿「明治30年の岡山県における工場の存在状況」，『岡山大学経済学会雑誌』第12
　巻第2号，1980年置所収，参照。
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業，綿織物業等の岡山県の主要産業の原材料であり，また石炭も工場，鉄道
の動力エネルギー資材であるというように，工業構成上の特徴に対応するも
のといえよう。移入品のうちの，米（これには再移出がかなりふくまれてい
るように思われる），呉服太物，砂糖，和洋小間物等は多く県内消費されるも
のであって，この時期の生活上の変化を反映しているものといえる。また肥
料と米にも予想される再移出であるが，材木がまさしくそれで，これらは以
上の移入品とは異なる性格のものであろう。ともあれ，この物産県外移出入
状況は，まずなによりもこの時期の岡山県の産業，工業構成に対応し，そし
てこの時期の生活様式の変容を反映したものであるといえるであろう。
　つぎに，同じく『農商工年報』の物産県外移出入統計によって，物産移出
入の地域別構成をみよう。第2表は，そこに記載されている物産移出入国別
状況を示すものである。まず，移出入額を市弁別にみると，岡山市32．1％，
赤磐郡2．3％，和気郡2．5％，邑久郡1．0％，上道郡6．1％，児島郡8．5％，都
窪郡7．1％，浅口郡30．7％，小田郡4．0％，吉備郡0．50％，真庭郡0．30％，
苫田郡3．3％，英田郡1．7％である。この状況を山陽鉄道の開通以前の明治
23年の岡山市29．9％，上道郡29．5％，浅口郡14．9％，児島郡8．0％，小田郡
8．0％，都窪郡6．5％，邑久郡1．5％，和気郡1．3％，御津郡0．32％という市
　　　　｛6）
郡別状況と比較するとかなりの相違がある。明治23年頃岡山市の29．9％につ
ぐ29．5％の上道郡は，31年にはわずか6．1％に低落していること，浅口郡が14．9
％から岡山市の32．！％につぐ30．7％になっていることがそれである。明治23
年の個別移出入地の主要上位10個所は，岡山市29．9％，西大寺村28．8％，玉
島村9．4％，笠岡村8．0％，倉敷村6．5％，阿賀崎村4．7％，牛窓村1．5％，下津
井村1．5％，日比村1．4％，片上村1．3％であったが，この31年には，岡山駅・
川岸32。1％，玉島港・駅28．4％，倉敷駅7．1％，西大寺港5．3％，笠岡駅・港3．9
％，鴻村3．3％，津山町2．5％，瀬戸駅2．2％，和気駅2．0％，下津井港1．8％で
（6）上掲②所収論文，参照。
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穴2表　岡山県物産県外移出入石地域別構成 （明治31年）
移　　　出　　　入　　　額 全県中の比率 移　　　出　　　入　　　額 全県中の比率
移　　出 移　　入 移出入 移出 移入 移出入 移　　出 移　　入 移出入 移出 移入 移出入
　岡山駅
@岡山川岸
ｪ山市小計
　　　円V，156，440
Q，320，951
X，477，391
　　　円
V，234，128
Q，167，900
X，402，028
　　　　円
P4，390，568
S．488β51
P ，879，419
　％
Q2．9
V．4
R0．3
　％
Q6．1
V．8
R3．9
　％
Q4．4
V．6
R2．1
　倉敷駅
s窪郡小計
　　　円
Q，613，882
Q．613β82
　　　円
P，561，500
P，561，500
　　　円
S，175，382
S，175，382
　％
W．4
W．4
　％
T．6
T．6
　％
V．1
V．1
　瀬戸駅
@萬富駅
ﾔ磐郡小計
1，054，673
@73，944
P，128，6ユ7
236，773
@2，450
Q39，223
L291，446
@76，394
P．367β40
3．4
O．24
R．6
0．85
O．01
O．86
2．2
O．13
Q．3
　西之浦村
@鴨方駅
@玉島駅
@玉島港
@寄島港
?綷S小計
　24，911
@401，215
P，470，／00
U，316，966
@474，370
W，687，562
　20，686
@18，637
P，171，70G
V，ア54，513
@437，150
X，402，686
　　45，597
@419β52
Q，641，800
P4，071，479
@9ユ1，520
P8，090，248
0．08
P．3
S．7
Q0．3
P．5
Q7．9
0．01
O．07
S．2
Q8．0
P．6
R3．9
0．08
O．71
S．5
Q3．9
k5
R0．7
　三ツ石駅
@吉永駅
@和気駅
@片上港
a気郡小計
　141，681
@93，452
@985，160
@39，350
P，259，643
30，470
P9，400
P66，542
Q0，470
Q36，882
　172，151
@112，852
P，151，702
@59，820
P，496，525
0．45
O．30
R．2
O．13
S．0
0ユ1
O．07
O．60
O．07
O．86
0．29
O．19
P．9
O．10
Q．5
　笠岡駅
@笠岡港
ｬ田郡小計
1，610，200
@330，．000
P，940，200
　　一
R92，840
R92，840
1，610，200
@722，840
Q，333，040
5．2
P．1
U．2
?????2．7
P．2
S．0
　牛窓町
W久郡小計
255，070
Q55，070
348」50
R48，150
603，220
U03，220
0．82
O．82
1．3
P．3
ユ．0
P．0
　庭瀬駅
g備郡小計
266，030
Q66，030
25，812
Q5，812
291842　，
Q91，842
0．85
O．85
0．09
O．09
0．50
O．50
　長岡駅
@九蟷港
@西大寺港
纉ｹ郡小計
0．60
O．43
R．9
S．9
0．08
O．45
U．8
V．3
0．35
O．44
T．3
U．1
　勝山町
^庭郡小計
106，191
P06，ユ91
72，598
V2，598
178，789
P78，789
0．34
O．34
0．26
O．26
0．30
O．30
　186β56
@132，910
P，220，922
P，540，188
　22，217
@125，097
P，877，265
Q，024，579
　208，573
@258，007
R，098，187
R，564，767
　津山町
@津山東町
ﾏ田郡小計
205，551
Q54，246
S59，797
，283，210
@182，640
k465β50
1，488，761
@436，886
P，925，647
0．66
O．82
P．5
4．6
O．66
T．3
2．5
O．74
R．3　日比港．田ノロ港
@八浜港
@下津井港
@小串港
@味野港
@玉野村
@鴻　　村
剴㈹S小計
　265，142
@157，343
@121，700
@525，048
@130，226
@274，982
@37，400
k406．967
Q，918，808
　255，925
@224，848
@74，550
@556，826
@88，774
@356，804
@12，341
@524，382
Q，094，450
　521，067
@382，191
@196，250
P，081，874
@219，000
@631，786
@49，741
P，931，349
T，013，258
0．85
O．50
O．39
P．7
O．42
O．88
O．12
S．5
X．4
0．92
O．81
O．27
Q．0
O．32
P．3
O．04
P．9
V．6
0．88
O．65
O．33
P．8
O．37
P．1
O．08
R．3
W．5
　土井村
@倉敷町
@古　　町
p田郡小計
13，010
S98，643
Q2，320
T33，973
　1，184
R65，325
V1，745
S38，254
14，194
W63，968
X4，065
X72，227
0．04
?D6
O．07
k7
0．00
P．3
O．26
P．6
0．02
P．5
O．16
P．7
全県合計 31，ユ87，35227，704，85258，892，204100 100 100
註　1）第ユ表と同一書より作成．
??????【??????「?????〈???
??
300
あって，この間に西大寺町のウェイトが著しく低下していること，玉島のそ
れが著しく増大していることがみられる。市郡別にみた上道郡の低落は西大
寺町のそれによるのであるが，それは山陽鉄道の開通によるのである。浅口
郡のウェイトのたかまりはあきらかに玉島町のそれによるのであるが，山陽
鉄道と結びついた玉島港の移出入地としての展開によってもたらされたもの
といえよう。山陽鉄道開通の影響といえば，まずはこの明治31年には山陽鉄
道全駅からの移出入が記され，各駅が物産移出入地となっていることである。
そして上述のような，山陽鉄道からはずれた西大寺町の物産移出入地として
の地位の著しい低下，従来の海上交通の要港に山陽鉄道が結びついた玉島町
の著しい上昇がみられたのである。
　このように，山陽鉄道の開通にともなう商品流通ルートの変化は明瞭であ
るが，注目すべきことは，まず，それにもかかわらずなおそれは全県的には
海上輸送にわずかながらではあるが及ばないという，海上輸送の重要性であ
り，ついで鉄道輸送のもつ特異な性格である。第3表は鉄道，港津等別物産
移出入比率を示すものである。移出入総額において，鉄道は45．1％，港津は
49．9％，その他は5．2％で，港津が最大で，鉄道はわずかではあるがそれに及
ばない。山陽鉄道という日本近代交通の大動脈が開通してすでに数年を経て
第3表 物産県外移出入額の鉄道駅・港津別構成 （明治31年置
移出額 移入額 合　　計
鉄　道　駅
　　　　　円
P6，053，133
i5L5％）
　　　　　円
P0，489，629
i37．9％）
　　　　　円
Q6，542，762
i45，1％〉
港　　　津 14，034，258i45．0％）
15，238，521
i55．0％）
9，272，779
i49．7％）
そ　の　他 1，099，961i3．5％）
，976，702
i7．1％）
3，076，663
i5．2％）
合　　　計 31，187，352iユ00．0％） 27．704β52i100．0％）
8，892，204
i100，0％）
謎　1）第2表より作成．
　2）　（）内は構成比．
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いるにもかかわらず，なお海上輸送の方が大きい。移出入総額としてはこの
ようであるが，移出入別にみるとこれとは異なる。移出入総額においては港
津に及ばない鉄道駅であるが，それにもかかわらず移入においては51．5％を
占めている。移出においてはわずかに37．9％にとどまる。各駅についてみる
と，わずかに岡山駅においてのみ，輸入が輸出をうわまわることを除いて，
他はすべて移出が移入をうわまわっており，しかも多くの場合はるかにうわ
まわっているのである。山陽鉄道は西大寺を回避したように，延漕業者等と
の関係もあって，内海ぞいの旧海上要地をさけ，また旧街道とも離れ，備前・
備中南部の平担農村部を横断する山陽鉄道の各駅は，周辺地域からの物産の
移出地となっているのである。工業資材，消費物資の需要を多くもたず，ま
たそれを扱う商人層の存在もみられなかった多くの山陽鉄道駅は県外物産の
移入中継地たり得ない。これに対して，その地域の消費とも深く結びついた
移出入地であった港津は，むしろ物産移出よりも移入がうわまわるのである。
両者の性格の差異は明瞭であろう。このことは，物産移出入の部門別構成を
みるといっそう明瞭となるであろう。
　なお，この明治31年には美作に属する6町村が移出入地として出ている。
このうちの津山，津山東の両町は吉井川による河川運輸によって知られたと
ころであるほか，勝山町は旭川の，倉敷町は吉井川支川吉野川の河川舟運の
起点とされているところである。この年に中国鉄道が開通しているが，津山
町，津山東町はなお河川輸送によっていたことを示しているといえよう。土
井村は出雲往来筋，古町は因幡往来筋であって，道路交通によっていたとこ
ろであり，道路交通が少なからぬ役割を果していることを示しているものと
いえよう。
4　有力商人層の存在状況
　前節では，物産県外移出入にもとづきこの時期の商品流通の状況を検討し
てきたが，このような商品を取扱う商人層の存在状況を検討しよう。
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　e第21回農商工年報』にはこの商人層の存在状況にかかわる二つの統計項
目が記載されている。「商責種別」と「会社」がそれである。「商質」は種目
別に問屋，仲買，卸責，其他，合計を記すものであるが，岡山市，玉島町，
津山町の3個所についてのみである。媒介周旋業，金融・保険業，物品賃貸
業・預り業，旅宿，飲食店，さらには製造業をも含むこの「商賃種別」から
物品販売業とみられるもののみについてみると，岡山市は51種目3，253，玉島
町37種目489，津山町38種目1，527である。問屋，仲買，卸売，その他別をみ
ると岡山市は40，79，511，2，623（構成比1．2％，2．4％，15．7％，80．6％），
玉島町は18，78，24，369（同じく3．7％，16．0％，4．9％，75．5％），津山町
はO，34，60，1，443（同じく0％，7．0％，3．9％，93．8％）である。玉島町
は問屋・仲買のウェイトがややたかく中継地的機能がうかがわれ，津山町は
その他が圧倒的でここでは消費者あて最終販売機能がうかがわれ，そして岡
山市は一方には問屋等が多くあり，他方には彪大な数のその他があって，県
下最大の商業取引地としての中継地的機能と県下最大の消費都市としての消
費者あて最終販売機能がうかがわれるのである。
　各地の数の多いもの上位10種目は第4表のようになる。穀物，菓子がいず
第4表　　商責数上位10種目 （明治3ユ年）
順位
?
山　　市 玉 島　　町 津 山　　町
人　　　　　％ 人　　　　％ 人　　　　　％
1 穀　　物 350　　10β菓　　子 77　　15．7菓　　子 375　　24．4
2 菓　　子 320　　　9．5穀　　物 59　　12ユ煙　　草 140　　　9．1
3 煙　　草 293　　　9．O古　　着 56　　11．5穀　　物 108　　　7．0
4 古道具 285　　　8．8麦桿真田 30　　　6．1古道具 105　　　6．8
5 古　　着 233　　　7．2肥　　料 28　　　5．7荒　　物 103　　　6．7
6 魚　　類 166　　　5．1魚　　類 24　　　4．9 塩 93　　　6．1
7 荒　　物 160　　　4．9呉服太物 21　　　4．3 酒 72　　　4．6
8 酒 13Q　　　4．0荒　　物 21　　　4．3魚　　類 67　　　4．4
9 呉服太物 124　　　3．9願　　物 16　　　3．3小間物 54　　　3．5
10 八百屋 114　　　3．5小閤物 15　　　3．1雁　　物 40　　　2．5
3，253　ユ00．0 489　100．0 1，527　100．0
註　1）第1表と同一書より作成．
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れも最上位またはそれに近いほか，魚類，荒物が共通し，ほかに，煙草，古
道具，古着，酒，呉服太物，小間物，履物が2カ所に共通である。食料，衣
類，それに道具類で日常生活物資である。そのようななかで玉島町の麦稗真
田，肥料という工産物，農業資材が目をひく。しかもそれらは，前者は内6
が問屋，24が仲買，後者は内4が問屋，24が仲買となっている。玉島町の後
背地の備中南部地方は字面真田の産地であり，またこの玉島はかっての備中
綿作地帯への肥料の搬入地であったところであり，このような事情が反映さ
れているといえる。なお，このほかでは問屋，仲買は穀物，魚類，塩，相物，
酒，呉服太物，古点，畳表，石炭，薪炭，煙草，古道具，材木，編笠等にみ
られた。
　「会社」は銀行以外の個別会社ごとの記載を行なっているものである。こ
れによって物品販売業の会社をみると，岡山市は岡山砂糖，岡山藺草，岡山
生魚，岡山相物，岡山木材，中国石炭（以上株式会社），岡山青物，丸善合
資，岡山肥料米穀，明三商会，岡山古物，岡山卿筒販売，岡山煙草，吉備木
綿（以上合資会社），片岡合名会社である。丸善合資会社は呉服洋反販売，合
資会社明三商会は紡績織布電気船舶砿山ノ用品販売，片岡合名会社は綿糸類
販売で，ほかはその社名に示される商品を扱っている。このほかにラムネ製
造販売が合資2，合名1，凍氷販売が合資1である。西大寺町は伊原木合名
（呉服洋反物販売），山上合名（金型金古物販売空花莚製造），綿油合名（煙
草販売），倉敷は倉敷米肥合資（肥料米穀），津山町は北合名（委託販売業）
諸会社となっている。そのほか第1図に出ていた物産集散地についてみると，
日比村に日比食塩合資（食塩及石炭販売），高梁町に中国出血株式（麦桿真田
紐及其原料売買），英田郡倉敷町に作東倉庫運送合資（倉庫業運輸業委託売
買）諸会社があるのみである。このように会社形態での物品販売業者はきわめ
て少数であり，商品流通は個人営業者によってになわれていたのである。
　さて，e日本全国商工人名録』第2版は，明治31年の調査にかかわる商工人
名を記載するものであるが，それは各府県別に，その都邑別に商工業者を，
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第5表　岡山県営業税額階層別有力商工業者数及び営業税額
～10円 10円～ 20円～ 30円一 40円～ 50円～ 60円～
岡山市
　　　　　　　　人
@　　　　　149
@　　　　　　　円
P，095，950
　　　　　　　　人
@　　　　　272
@　　　　　　　円
　　　　　　　　人
@　　　　　　77
@　　　　　　　円
P，884，657
　　　　　　人
@　　　　27
@　　　　　1．11
X00，650
　　　　　　人
@　　　　20
@　　　　1：11
X01，605
　　　　　　人
@　　　　　8
@　　　　　円
S26，684
　　　　　　人
@　　　　　7
@　　　　　円
S58，335
牛窓町 　　　　　4Q9，759
　　　　　10
P16，270
　　　　　ユ
Q7ユ77
　　　　　1
R0，452
　　　　　1
T4，882
　　　　　1
U9，832
西大寺町 　　　　　5S6，237
　　　　　27
R96，629
　　　　　　8
Q00，978
　　　　　1
R1，081
　　　　　1
S4，400
　　　　　　6
R24，042
下津井町
　　　　　2
P7，424
　　　　　14
Q09，049
　　　　　2
S8，114
　　　　　3
X5，8ユ9
　　　　　3
P36，288
　　　　　1
U9，336
昧野村
　　　　ユ
V，741
　　　　　ユ0
P30，082
　　　　　4
X6，061
倉敷町 　　　　　18P32，304
　　　　40
T50，775
　　　　　　5
P26，473
　　　　　1
R7，008
　　　　　3
P39，358
　　　　1
T0，264
玉島町 　　　　　19P54，923
　　　　39
T46，874
　　　　　16
R82，647
　　　　　10
R36，749
　　　　　2
W8，508
　　　　1
T1，OOO
笠岡町 　　　　　4R6，085
　　　　　27
S17，606
　　　　　16
R83，413
　　　　　　4
P4L844
　　　　　　6
Q51，882
　　　　1
T9，685
高梁町
　　　　　24
?W3，964
　　　　　38
S98，450
　　　　　　9
Q23，5ユ2
　　　　　3
X6，976
　　　　　2
W3，955
　　　　　1
T2，069
津山町 　　　　　26Q01，920
　　　　　51
U92，753
　　　　　8
Q01，865
　　　　　　8
Q69，346
　　　　　1
S2，650
　　　　　1
T6，694
林田村
　　　　　6
S3277
　　　　　9
X7，660
　　　　　2
S4，170
津山東町 　　　　　8U6，342
　　　　11
P47，814
　　　　3
V2，573
　　　　　！
R9，414
　　　　　1
S2，070
　　　　　1
U5，360
合　計
　　　　　　266
i23．8％）
Q，0ユ5，926
i9．2％）
　　　　　　548
@　（48．9）
V542，774　，　　（34．9）
　　　　　　ユ51
@　（13．5）
R，691，640
@　（17ユ）
　　　　　　　59
@　（5．．3）
P，979，369
@　（9．2）
　　　　　　　39
@　（3．5）
P，730，716
@　（8，Q）
　　　　　　　20
@　（1．8）
P，083，986
@　（5．①
　　　　　10
i0．89＞
U54，197
i3，G）
註　1）　『日本全国商工人名録』第2版，明治31年より作成．
　　2）合計欄（）内は合計を100とした構成比．
営業種目別に姓名を記してある。その各人に所得税と営業税が調査され，ま
た各人の家号が記入されている。岡山県については，すでに述べたように12
市町村についてのものとなっている。そこでの営業種目はその標題に示され
るごとくに商工業に属するものであるが，物品販売業，製造工業に限らず，
土木請負業，周旋業，貸金業，旅宿，飲食業，船舶輸送業，はては代弁業（弁
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（日月学台3／年）
70円～80円～ 9G円～100円～ 150円～200円～ 合　　計 1人用たりc業税額? ?
人
? ? ? ?
3 4 2 5 2 1 577
「「?
円
?
r1了
? ?? ? ?
223，504336，150 184，061612，811339，888274，00011，377，65319，719
1 19
148，667 477，075 25，151
48
1，043，367 2L737
25
576，030 23，041
1 16
97，563 331，447 20，715
68
1，036，182 15，238
4 1 1 1 94
295，22487，932 97，093126，789 2，167，739 23，061
58
ユ，289，969 22，241
77
14，791
1 96
104，930
?????，
16，356
17
185，ユ07 10，889
25
433，573 17343
7 5 4 8 2 1
?????
（0．63） （0．45） （0．36） （0．71） （0．18＞ （0，09） （100．0）
518，728424，082 378，717993，197339，888 274，00021627，226　　， 19，310
（2．4） （2．0） （1．8） （4，6） （1．6） （1．3） （100．0）
護士）までがとりあげられている。
　第5表はこの商工業者を市町村別に営業税階層別に集計したものである。
岡山県合計で1，120人，その営業税総額21，627円22銭6厘である。1人あたり
19円31銭となる。岡山市が最多で577人，ついで津山町96人，玉島町94人で，
以下高梁町77人，倉敷町68人，笠岡町58人，西大寺町48人，下津井町25人，
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津山東町25人，牛窓町19人，林田村17入となる。営業税の1入あたり単純平
均では，牛窓町が25円15銭1厘で最大で，ついで玉島町23円6銭1厘，下津
井町23円4銭1厘，笠岡町22円24銭1厘となる。他方，・林田村は10円88銭9
厘，高梁町は14円79銭1厘，倉敷町15円23銭8厘等が小さく，岡山市は全県
平均をややうわまわる19円71銭9厘にとどまる。岡山市には営業税が県下最
大の274円の者をはじめ営業税100円以上の者が8人も存在するが，他方では10
円未満層，あるいは20円未満層が多数存在しており，全体としてはこのよう
に全県をややうわまわる程度にとどまっているのである。
　岡山市に多くみられた営業税高額納入者をみてみよう。全県で100円以上は
11人，50円以上100円未満は46人目，それぞれ0．99％，4．1％にあたる。100円
以上は先にみたように岡山市の8人のほか，牛窓町，玉島町，津山町各1人であ
る。岡山市のそれは土木請負業菱川屋菱川吉衛（274円），同大出組直江清之
助（！86円8銭8厘），同石田金十郎（153円），清酒醸造西屋橋本与平（135円
87銭6厘），清酒醸造兼醤油醸造山崎屋山崎重吉（118円21銭8厘），呉服太
物商旧註反物紹し糸卸商晒屋清水福次郎（128円5厘），呉服太物商兼内外綿糸
卸商中屋小野善吉（117円77銭2厘），呉服：太物商兼洋反物卸商面谷金之助
（113円4銭）である。岡山市以外のそれは，牛窓町の148円60銭7厘は材木
商若葉山服部平兵衛，玉島町の126円78銭9厘は肥料商問屋兼糸面大西屋大西
久左衛門，津山町の104円93銭は穀物商神代屋井上幾次郎である。第6表はこ
れら100円以上も含んだ50円以上層の種目別状況を示すものである。呉服太物
商が最も多く，ついで肥料商，清酒醸造販売，米穀商，材木商，木綿問屋，
土木請負業，酢醸造販売，廻漕業，それに，足袋商，小間物商，花莚製造販
売，菓子製造販売，生魚商，海産物商，塩田業塩問屋，金物商，鉄砲火薬商，
製糸業，旅宿料理店である。市町村別では岡山市が圧倒的に多く，ついで玉
島町，西大寺町，牛窓町，津山町となる。岡山市が呉服太物商に多いほか，
木綿問屋，清酒醸造販売をはじめいくつかにまたがっているが，玉島町の肥
料商，西大寺町の米穀商，牛窓町の材木商が目をひく。
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第6表　岡山県営業税額50円以上商工業者数品目別地域別状況 （明治31年）
岡山市 牛窓町 酋k寺町 下津井町 味野村 倉敷町 玉島町 笠岡町 高梁町 津山町 津山東町 合　計
呉服太物商 10 1 1 12
木綿問屋 4 4
足　袋　商 1 1
清酒醸造販売 4 1 5
醤酒醸造販売 1 1
酢　醸　造 2 2
米　穀　商 3 1 1 5
肥　料　商 7 7
小引物商 ? 1
花莚製造販売 1 1
菓子製造販売 1 ?
材　木　商 2 2 1 5
土木請負業 3 3
生　魚　商 1 1
海産物商 1 1
塩田業塩問屋 1 1
金　物　商 1 1
鉄砲火薬商 1 1
製　糸　業 1 1
廻　漕　業 1 1 2
旅宿料理店 1 1
合　　計 32 3 6 1 1 1 8 1 1 2 1 57
註　1）第5表と同一書より作成．
　さて，商工業者を記載するというこの『商工人名録』には，個有の商工業者
（物品販売業者，製造工業者）のみではなく，土木請負業者，周旋業者，貸
金業者，旅宿・飲食業者，船舶運送業者，代弁業者までをふくんでおり，以
上の検討はそれをも加えたものとしての商工業者の存在状況についてであっ
た。しかし本稿のねらいからするならば，これら商工業者以外を除外するのみ
ならず，商工業者中の製造工業者をも除外した，商業者（物品販売業者）につ
いての検討が課題であろう。商工業者以外を除外することは可能であるが，
物品製造と販売とが結合しているこの段階では商業者と工業者を分離するこ
とが多くの種目において困難である。したがって商業者の検討は製造工業者
をも含んだものとして行なわざるを得ない。以下，このように製造販売業者
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第7表　岡山県有力商業者市町村別部門別存在状況
岡　　山　　市 牛　　窓　　町 西　大寺　町 下　津　井　町 味　　野　　村 倉　　敷　　町
人　数　営業撹額 人　数　営業税額 人　数　営業税額 人　数　営業税額 人　数　営業税額 人　数　営業税額
普通農産物
　　人　　　　円
@40　　655．65δ
i7．3）　（　6，心
　　人　　　　円
@　2　　　25，099
i12．5）　　15，61
　　人　　　　円
@　12　　129．969
i25，0）　　（31．6）
　　入　　　　円
@　4　　　50．297
i23．5）　　（16．1）
　　人　　　　円
@　3　　　38，792
i2L4）　　い3，1）
　　人　　　　　円
@12　　206．406
｢9，0）　　〔2上．1）
水　　産　　物 　38　　525．365k6．9）　　（5．2）
　　3　　　28．715
i18．8）　　（6．0）
　　9　　185．533
i18．8）　　（17．8＞
　　2　　　37．662
iIL8）　　（12．1）
　　1　　　37．563
i7，1）　　（33．0）
　　1　　　50．264
k1．6）　　（5．1）
飲　　食　　物 　102　2，137．003i18．6）　　（21．0）
　　4　　119．IO1
i25，0＞　　（26，6）
　　6　　103，727
i12，5｝　　〔9，9）
　　3　　　52，317
i17，7）　　（16，8）
　14　　　227．849
i22．2）　　（23，3）
織布及同製品 　85　2，267．313i15．5＞　　（22．3） 　　3　　　90，132i6．3）　　（8．6）
　　3　　　36．686
q17，η　　（IL8）
　　4　　　67．058
k28．6）　　（20，η
　12　　168．968
i19，0）　　（17β）
糸類及其原料 　！4　　185．274k2．6）　　（1．81
　　1　　　15．457
i6，3）　　（3．5）
　　2　　　40，040
i4．2）　　（3，8＞
　　1　　　20．299
o7．1）　　〈6，9）
　　1　　　22．340
i1，6）　　〔2．3）
金属及同製品 　　15　　328，003i2，7＞　　（3，2）
　　1　　　L2．604
i7，1）　　（4，3＞
　　l　　　l2．120
i1．6）　　（1，2）
編物及其原料 　15　　　286．061k2．7）　　（2．8）
　　2　　　35．825
i3，2）　　（3．7）
油類及燃料 　33　　298．614i6，0）　　（2．9）　　1　　　12．976i6．3＞　　（2．9）　　4　　　59．078i8．3）　　（5．η 　　1　　　27．OCOi7．1）　　（9ユ）
肥　　　　　料 　　5　　　70．630i0、9D　　（0．69）
　　1　　　28，637
i2．1）　　（2．7）
　　3　　　91，448
i17．7＞　　（29，4）
其　他　雑　品 　202　3，436．199i36．8）　　（33．7＞
　　5　　246．005
o3L3）　　（5L6）
　　ll　　206，251
i22．9）　　（19，8）
　　2　　　43．107
i11．8）　　（13．8）
　　3　　　32．655
i21．4）　　（11．0）
　20　　253，464
i31，7｝　　（25．9）
合　　　　計 　54910，ユ90．117i100．0）　　（王00．0）
　　 6　　447．353
i100．①　　（100．0｝
　48　1，0≦3．367
i100．0）　　（100．①
　1 　　311．517
i100．0）　　（IDO．0）
　　14　　295．971
i100．ω　　（IOO．0）
　63　　　977．236
i100，0）　　（lDO．0＞
米　殺　商 　38　　643．681i7，0＞　　〔6．3）
　　2　　　25．099
i12．5）　　（5，6＞
　11　　318．959
k22．9）　　〔3D，6）
　　4　　　50，297
i23，5＞　　（16，3）
　　1　　ユ0・143
i7．1）　　〔3．4）
　　9　　165．008
｢4．1）　　（16．9）
滑酒醸造販売 　28　　905．217i5．ユ）　　（8，9＞
　　4　　119．101
i25．0）　　（26．6）
　　3　　　52．779
i6．3）　　（5．1）
　　3　　　52．317
i17，7）　　（17．0）
　　5　　　72．265
i7．8）　　（7．4）
????
醤油醸造販売 　　ユ6　　320．824i2．9）　　（3」）
　　4　　　77，669
i6，3）　　（7．9）
?堪田・買問屋 　　2　　　25．293i0，36）　　〔G．25）
　　1　　　97．563
i7，1）　　（33，0｝
砂　糖　商 　　1　　136．421i0、18）　　（1．3）
　　1　　　43．224
i1．6）　　（4．4）?????????????「?
呉服太物商 　　47　1．490．091i8，6）　　（14．6｝
　　3　　　90．132
i6β）　　（8，61
　　3　　　36，686
i 7．7）　　（11．9）
　　4　　　6ア、058
k28．6＞　　〔22の
　10　　129，208
k15，6）　　（13．2）
肥　料　商 　　5　　　？0．630i0、91）　　（0．69） 　　1　　　28，637i2．1）　　（2．7）　　3　　　9L448i17．7）　　（29．6）?
煙草製造販売 　　10　　158．875iL8｝　　〔1．6）
　　1　　　1L275
i2．1）　　（1．D
材　木　商 　　11　　356．148i2．①　　（3．5＞
　　2　　乞18．499
i12．5）　　〔48．8）
　　2　　　42．252
k4．2）　　（4．1）
　　1　　　22．300
i1．6＞　　（2．3）
註　1）第5表と同一書より作成．
　　2）　（）内は合計を100とした比率（単位パーセント）．
をも含んだ商業者の存在状況を検討していこう。第7表はこの商業者とその
営業税額を部門別に集計したものである。この表における部門別は，『農商工
年報』にお・ける「輸出入」，すなわち「物産県外移出入」の部門別にならって
いる。両者の対比を行ないたいからである。この表によって，この年の商業
者の存在状況の特徴を検討していこう。
　県下の有力商業者とされているものは，1，049人で，地域別には岡山市549
人，玉島町，津山町ともに86人，高梁町75人，倉敷町63人，笠岡町55人，西
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（明治31年）
玉　　島　　町 笠　　岡　　町 高　　梁　　町 津　　山　　町 林　　田　　村 東　津　山　町 合　　　　計
人　数　営業税額 人　救　営業税額 人　数　営業税傾 人　数　営業税額 人　数　営業税額 人　数　営業税額 人　数　営業税額
　　人　　　　円
@　6　　　79．975
i7，0）　　〔3．9）
　　人　　　　円
@　3　　　34．932
i5．5＞　　（2．9）
　　人　　　　円
@　4　　　49．623
i5．3＞　　（4．弔
　　人　　　　円
@　4　　179．420
i4．7＞　　（12．7｝
　　人　　　　　円
@　3　　　29．565
i17．6）　　（16，0｝
　　入　　　　　円
@　3　　116．250
i13．0）　　（26、8）
　　人　　　　円
@　96　1，795．984
i9，2＞　　〔9．1）
　　4　　　57．944
i4．7）　　（2，9）
　　2　　　37，760
i3．6）　　（3，1）
　　4　　　54．751
i5β）　　（4．9＞
　　8　　　84．393
k9．3）　　（6．O）
　　2　　　14．480
i1し8）　　〔7β）
　　74　1、174．430
i7．1）　　〔6．0）
　　13　　302．950
i15．1）　　〔14．9）
　　9　　215．388
i16，4）　　（17．9）
　　15　　301．295
k20．①　　｛27，0）
　　L7　　300．423
i19，8）　　（21．2）
　　2　　　34，280
iU．81　　（18，5）
　　3　　116．74α
i13，0）　　（26，9＞
　188．3，911．073
k17．9）　　（19，7）
　　il　　I28，1弼
i12，8）　　（6．3）
　　7　　1go．927
i12．7＞　　（15．8）
　　6　　エ25．ε53
i8．G）　　（11．3｝
　　17　　268．670
i19．8）　　（19．①
　　2　　　3σ．975
i11．8）　　（16．7）
　150　3，374．730
i14．3＞　　（17，2）
　　2　　　24．665
i2．3＞　　（L2）
　　3　　　95，078
i5．5）　　〔7，9）
　　1　　　　8．770
i1．3）　　（0、79）
　　2　　　66，134
i2．3）　　〔4．7）
｛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一 　　1　　　1LS60
i4，3）　　〔2、7）
　　28　　489．617
i2．7）　　〔2．5）
　　2　　　3L930
i3．6）　　（2．7）
　　1　　　10，046
k1．3）　　〔0．90）
　　3　　　50．900
k3．5）　　（3．6）
｛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一 　　1　　　　8．600
i4，3）　　〔2．0）
　　24　　454，203
モQ．3）　　（2，3＞
　　2　　　2L585
i2，3）　　（1．1）
　　3　　　65．862
i5，5｝　　（5．5）
　　5　　　70．587
i6．7＞　　（6．3）
　　1　　　10，910
i1．0）　　（0．77｝
　　28　　490．832
i2．7）　　（2，5）
　　7　　　60．919
i8．1＞　　（3．0）
　　2　　　22．131
i3．6）　　〔1，9｝
　　2　　　19．486
i2．7）　　〔1、7）
　　3　　　48，552
i3．5）　　（3．4）
一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一 　　1　　　13．728
i4，3）　　〔3．2）
　　54　　562．484
i5，1）　　（2．9）
　　25　1，058，196
i29，η　　（52．1＞
　　9　　257．807
i16，4）　　（2L4＞
　　43　1，506，718
i4．1）　　17．7）
　　16　　298．384
i18．6｝　　（14．7）
　　15　　253．044
i27．3＞　　〔21，0）
　　37　　476，537
i49．3）　　（42．71
　　31　　405．286
i36．1＞　　〔28．7）
　　8　　　75．807
i47．1）　　（41，0）
　　14　　166．695
i60．9）　　（38．5）
　364　5，893．433
i34，7）　　（30，0）
　　86　2，032．766
fOO．0）　　（100．①
　　S5　1，204，819
i100．O）　　（IDG．0＞
　　75　1，n5．950
i100．0）　　（100，0）
　86　1．414．688
k100，0）　　（100．O）
　　17　　Σ85，107
k100．0）　　（100，0）
　　23　　433．573
k100．Gl　　｛100，0）
1，049　19，653．504
i100．0）　　〔Loo、o）
　　6　　　79．975
i7．0）　　〔3．9）
　　2　　　17、472
i3，61　　（14．4）
　　4　　　49．623
i5，3）　　（4．4｝
　　4　　179，420
i4，7）　　（12，7）
　　3　　　29．565
i17．6）　　（16，ω
　　3　　116．250
i12．0）　　（26．8）
　　87　1，685，502
i8．3）　　（8，6）
　　5　　148．771
k5．8＞　　（7．3）
　　3　　　75．459
i3．6）　　（6．3｝
　　6　　128．8互D
i8．0）　　（U．4）
　　5　　　95．4呈3
k4．7＞　　（6，G＞
　　3　　116，740
i12．ω　　〔26，9）
　　65　1，776，872
i6．2）　　（9．0）
　　2　　　23．143
i2．3）　　（5，2）
　　5　　122．409
i8，9）　　（10，1）
　　4　　　83．695
i5，3）　　（7，4）
　　5　　　84．783
i5．8）　　〔6．O）
　　36　　712，523
i3．4）　　〔3．6）
　　3　　　122、856
i0，29）　　（O．63）
　　4　　　97．966
i4．7）　　（4，8）
　　2　　　36．018
P2．7）　　｛3、2）
　　4　　　46．175
i4．7）　　〔3．3）
　　2　　　34，280
k1L8）　　（18．5）
　　16　　435、397
i1，5＞　　（2．2）
　　10　　1ユ2．653
i1L6）　　〔5．5）
　　7　　　190．927
i12．5）　　〔15，7＞
　　4　　105．181
i5．3）　　（9，3）
　　k2　　214．838
k14．0）　　（15．2）
　　1　　　20．75Q
iL9｝　　（ll．2）
　101　2．457．524
i9．6）　　（12．5）
　　25　1，058．196
i29．D　　（52．1）
　　9　　　257．807
i16，ll　　（2L3）
　　43　1，506，718
i4ほ）　　（7．η
　　3　　　34，258
i3．5）　　（1，7）
　　3　　　57，210
i5．5）　　（4，7》
　　g　　143．795
i12，0）　　（12，8）
　　4　　　12．098
i4．6）　　（3．4）
　　1　　　　9．807
k5．9）　　（5．3）
　　31　　427，3｝8
k3，01　　（28．4）
　　2　　104，753
o2，3）　　15．2｝
　　4　　　51．306
q53）　　14，6｝
　　4　　　45，491
i4、7♪　　13，2）
　　1　　　9．572
P4，の　　‘2，2）
　　27　　850．421
i2，6＞　　（4，3）
大寺町48人，東津山町23人，下津井町，林田村各17人，牛窓町16人，味野村
14入となっている。岡山市を最大の商業地とし，玉島，津山，高梁，倉敷，
笠岡，西大寺の各町がそれにつぐ商業地となっている。部門別には，多種類
の種目からなる其他雑品が364入，34．7％で最大で，ついで飲食物188人，17．9
％，織物及同製品150人，14．3％，普通農産物96入，9．2％，水産物74人，7．1
％，油類及燃料54人，5．1％，肥料43人，4．1％，糸幅及其原料，編物及其原
料ともに28人，2．7％，そして金属及同製品24人，2．3％となっている。全県
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レベルでのこのような部門別構成は，各地によって異なる。岡山市は其他雑品，
飲食物，織布雷同製品，油類及燃料，金属及同製品のウェイトがいずれも全
県よりややたかく，その他はやや低いとはいえ，総じて全県的構成に近いが，
これ以外の町村は，其他雑品，飲食物，織物及同製品，あるいは普通農産物
のウェイトのたかいものが少なくないなど，全県と同じ特徴をみることがで
きるとはいえ，各町村にはそれぞれ特有の特徴をみることができる。その著
しいものをみよう。玉島町であるが，ここは肥料商が25人，29．1％を占めて
いることが目をひく。この肥料商の納入する営業税額は1，058円19銭6厘で，
それは玉島町の全営業税額の52．1％にあたる。全県では肥料商の比率は4．1％，
その営業税額の比率は7．7％であるときの，玉島町のこの比率はきわだった大
きさである。肥料商は全県下で43人であり，玉島町の25人はその過半を占め
る。玉島町が最大の肥料取引地であることを示すものといえよう。笠岡町と
下津井町がこの玉島町と同様に肥料商のウェイトの大きいところとなってい
る。笠岡町はこの肥料商とともに糸類及其原料が，下津井町は肥料商ととも
に普通農産物，織物及同製品のウェイトのたかさが目につく。倉敷町は普通
農産物，飲食物，織物及同製品のウェイトがたかく，西大寺町は普通農産物，
水産物のそれがたかい。これらの普通農産物はいずれも米穀商であり，織物
及同製品は呉服太物商である。これらのウェイトがたかいのである。牛窓町
は飲食物と其他雑品のウェイトのたかさがきわだっている。前者は清酒醸造
販売であり，後者は材木商である。味野村は普通農産物のウェイトがたかい
が，きわだっているのは水産物で，塩田塩問屋1人が営業税の33％を担って
いる。野崎武吉郎である。このほかに織布及同製品（そのすべてが呉服太物商
であるが）の存在であろう。以上は県南の各地であるが，県中央部から県北
にかけての4町村もそれぞれの特徴をもつ。高梁町であるが，ここは其他製
品と飲食物のウェイトのたかいところである。其他雑品は煙草製造業の9人
を最大とし，以下，荒物商，材木商，薬種売薬商等々がある。飲食物は清酒
醸造販売6人のほか醤油醸造4人が主なものである。同じく其他雑品と飲食
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物，それに織布心高製品のウェイトのたかい津山町は，其他雑品は荒物商，
材木商足袋製造，煙草製造をはじめとして多種に及び，飲食物は醸造販売
を主とし，織布及同製品は呉服太物商が12人と大きい。東津山町と林田村は，
ともに其他雑品と普通農産物のウェイトがたかく，そのほか3，4の部門に
商業者が存在するにとどまる。其他雑品は津山東町は足袋商3人ほか8種目，
林田村は荒物商4人ほか4種目である。普通農産物はすべて米商である。
5　主要商業地における商品流通
　前節では，『全国商工人名録』第2版に記載されている岡山県の商工業者名
簿にもとづいて商業者の存在状況の検討を行ない，その部門別，地域別状況
の特徴をあきらかにしてきた。ところで，そこでの商工業者の記載が都邑別
になされていたその都邑は12市町村であったが，そのうちの高梁町と林田村
の2町村を除く他の市町村は，いずれも『農商工年報』の「輸出入」統計，
すなわち物産県外移出入統計における移出入地として記載されているところ
である。この物産県外移出入統計は県外への移出，県外からの移入というこ
とに限定してではあるが高地の商品集散地としての特徴を知ることができる
ものとなっている。本節では，この物産県外移出入統計によって前節でみた
有力商業者所在地の商品集散地としての特徴を検討しようとするものである。
　第8表は有力商業者所在地のうちの高梁町と林田村を除いた10力市町村の
物産県外移出入の部門別構成を示すものである。この表および第9表によっ
て各地の特徴を検討していく。
　岡山市　岡山市には二つの県外移出入拠点がある。ひとつは岡山駅で，も
うひとつは岡山川岸である。岡山駅の移出入額は岡山川岸のそれの3．2倍であ
り，岡山市についていえばすでに鉄道が主要な運輸手段となっている。前者
は移入が移出をややうわまわり，後者は移出が移入をややうわまわりはする
が、両者ともに比較的に移出，移入は均衡している。第8表にあげた岡山市
はこの岡山駅と岡山川岸の両者を合計したものについてのものである。これ
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第8表　主要商業地の物産県外移出入額部門別構成比 （明治31年）
岡　　d」　　市 牛　　窓　　町 西　大　寺　町 下　津　井　町 昧　　野　　　村
移　出 移　入 移出入 移　出 移　入 移出入 移　出 移　入 移出入 移　出 移　入 移出入 移　出 移　入 移出入
普通農産物
　％
Q9．5
　％
S1．8
　％
R5．6
　％
U3．2
　％
P1．5
　％
R3．3
　％
P2．7
　％
P3．1
　％
P2．9
　％
U0．5
　％
T7．G
　％
T8．7
　％ 　％ 　％
水　産　物 0．15 4．ユ 2．1 10．8 22．1 17．3 8．1 7．3 7．6 17．0 15．1 16．0 39．0 一 17．0
飲　食　物 2．7 1．9 2．3 0．95 3．6 2．5 2．7 3．1 2．9 2．7 6．5 4．7一 一 一
二二二同製品 2．1 13．9 8．0 ｝ 0．57 0．3329．4 28．4 28．8 ｝ 0．72 0．83 一 一 一
糸類二二原料 45．7 8．9 27．4 0．74 2．6 1．8 9．4 10．9 10．3 一 『 ｝ 60．6 75．7 53．3
金属及同製品 0．73 3．4． 2．0 一 L1 0．65 0．71 0．69 0．70 一 一 一 ｝ 一 一
編物及其原料 4．7 G．57 2．6 1．6 一 0．66 一 一 一 一 一 一 つ．35 一 0．15
油類及燃料 0．02 2．4 1．2 一 5．3 3．1 27．2 26．326．6 一 0．65 O．34 一 24．3 13．7
肥　　　　料 一 5．6 2．8 一 一　一 一 5．3 5．2 5．2 19．1　■P8．1 18．6 一 　 一
其他雑品 14．4 17．5 15．922．7 53．2 40．34．5 5．1 4．9 0．62 2．4 1．3 一 ｝ 一
合　　　計 ユOO．0 100．0100．0100．0 100．0 100．01 0．0100．0100．0 100．01 0．0100．0100．0 100．01 0．0
倉　　　敷　　　町 玉　　　島　　　町 笠　　岡　　町 津　　　山　　町 津　山　東　町
移　出 移　入 移出入 移　出 移　入 移出入 移　出 移　入 移出入 移　出 移　入 移出入 移　出 移　入 移出入
普通農産物
　％
P6．9
　％
S．0
　％
P2．0
　％
P3．0
　％
W．8
　％
P0．8
　％
Q7．9
　％ 　％
Q3．1
　％
S6．7
　％ 　％
U．4
　％
S8．6
　％ 　％
Q9．6
水　産　物 ｝ 5．8 2．2 0．76 2．4 1．6 一 一 一 一 10．2 8．8 一 14．0 5．2
飲　食　物 0．26 5．3 2．2 2．7 7．0 4．8 ユ6．3 7．2 14．7 0．45 26．0 2．3 13．6 3．7 11．0
織物二三製品 ユ．9 11．2 5．5 4．0 2．9 1．4 … 一 一 一 32．2 27．8 ｝ 30．9 1L5
糸類二二原料 4L466．4 51．0 32．520．1 25．8 38．5 32．6 37．5 43．32．6 8．2 一 ｝ 一
金属二二製品 5．4 2．0 4．1 0．96 1．5 1．2 一 一 皿 2．1 16．2 14．3 2．8 6．8 4．3
編物二二原料 32．5 5．2 20．1 7．7 0．43 3．8 王0．6 一 8．8 1．5 一 0．21 一 3．7 1．4
油類及燃料 一 0．84 G．32 1．7 2．1 1．9 一 16．8 2．9 一 24．3 20．9 一 7．9 2．9
肥　　　　料 一 2．0 0．76 30．145．5 38．3 一 43．4 7．5 一 O．02 0．G2一 一 ■　　
其他雑品 1．6 5．0 1．9 7．1 9．2 8．2 6．7 一 5．5 6．0 11．9 11．1 35．6 33．0 34．2
合　　　計 1QO．0 1QQ．O10Q．O1GO．010Q．Q1QO．Q100．Q 100．Q1 Q．Q10Q．O 1QQ．Q 10Q．Q100．0100．Q lQG．o
註　1）第1表と同一書より作成．
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第9表　主要商業地の物産県外移出入額上位10品目とその比率 （明治31年）
岡　　　山　　　市 牛　　　窓　　　町 西　大　寺　　港 下　　津　　井　　町 味　　　野　　　村
????」????｛
品　　目 移出 移入 移出入 品　　目 移出 移入 移出入 品　　目 移出　移入 移出入 品　目 移出 移入 移出入 品　　目 移出 移入 移出入
1 米
　％
Q5．7
　％
D40．3
　％
R3．0 材　　木
　％
Q1．6
　％
S3．1
　％
R4．0 呉服太物
　％
Q9．4
　％
Q8．4
　％
Q8．8 米
　％
R5．5
　％RL1　％R32繰　　綿
??　％
V5．7
　％
S2．7
2 綿　　糸 44．6 5．7 25．2 米 51．8　’ 7．8 26．4 石　　炭 21．2 20．5 20．8 肥　　料 19．1 18．118．6 綿　　糸 60．6 一 26．4
3 呉服太物 1．1 12．6 6．3． 生　　魚 4．7 14．4 10．3．米 10．0 9．7 9．8 雑　　穀 14．6 16．015．4 食　　塩 39．0 　 17．0
4 肥　　料 一 5．6 2．8
?
9．2 L7 4．9 繰　　．綿 7．6 7．4、 7．5 麦 10．4 9．9 10．2 石　　炭 一 24．3 13．7
5 足　　袋 5．3 一 2．7 塩乾魚 2．0 6．3 4．5 材　　木 3．1 3．6 3．4 生　　魚 9．5 10．5 10．0花　　莚 一 O．35 0．15
6 紙 1．7 2．7 2．2 荒　　物 1．2 5．7 3．8 石　　油 3．5 3．4 3．4 食：　塩 7．1 4．3 5．6
7 材　　木 1．5 2．7 2．1 石　　油 一 4．3 2．5 緋粕羽鮭 3．2 3．1 3．2 砂　　糖 一 6．5 3．5
8 生　　魚 一 3．6 1．8 雑　　穀 2．2 2．〔｝ 2．1 砂　　糖 3．0 2．9 2．9 酒 2．7 一 1．3
9 木　　綿 ユ．0 2．5 ユ．7 苧 0．74 2．6 1．8 綿　　糸 1．8 3．6 2．9 紙 一 0．73 0．39
10 藺 3．3 一 1．7 乾　　物 1．5 1．4 1．5 醤　　油 2．8 2．6 2．7 呉服太物 一 0．72 0．38
倉　　　敷　　　駅 笠　　　岡　　　町 玉　　　島　　　町 津　　　山　　　町 津　　山　　東　　町
???」????｛
品　　目 移出 移入 移出入 品　　目 移出 移入 移出入 品　　目 移出 移入 移出入 品　　目 移出 移入 移出入 品　　目 移出 移入 移出入
1 繰　　綿
??　％
U4．7
　％
Q4．8 綿　　糸
　％
R1．3
?｝　％
Q5．9 緋メ粕
　％
Q1．0
　％
Q2．9
　％
Q2．0 呉服太物
??　％
Q8．9
　％
Q4．9 材　　木
　％
R3．7
??　％
Q0．8
2 綿　　糸 39．8 一 24．6
?
14．0 ｝ 11．6 綿　　糸 28．7 1．0 13．9 鉄 一 15．6 13．4
?
33．4 一 20．6
3 花　　莚 23．5 『 14．5 雑　　穀 11．0 一 9．1 羽　　鱗 7．7 11．2 9．6 石　　炭 一 12．7 10．9呉服太物 一 29．5 11．0
4 ? 13．9 1．6 9．2 麦桿真田 10．6 一 8．8
?
8．2 6．1 7．1 石　　油 一 7．7 6．7 酒 9．8 一 7．3
5 呉服太物 一 11．3 4．3鶏　　卵 8．3 一 6．9 繰　　綿 一 12．2 6．5 生　　糸 43．3 一 6．0
?
11．0 一 6．8
6 畳　　表 6．3 一 3．9 素　　麺 7．6 一 6．3 四丁太物 3．9 2．8 3．3 栖判・間物 一 4．7 4．0 和洋小間物 一 12．1 4．5
7 銅 4．9 一 3．0 生　　糸 7．2 一 5．9 麦桿真田 5．5 0．43 2．8 生　　魚 一 4．1 3．6 紙 1．1 7．9 3．6
8 麦 3．0 一 1．9 繰　　綿 一 32．6 5．6 砂　　糖 一 6．2 3．3
?
25．2 一 3．5 生　　魚 一 7．9 2．9
9 ? 2．3 3．7 1．4刻煙草 6．7 一 5．5 雑　　穀 3．1 2．6 2．6菜種油 一 3．9 3．4 石　　油 一 7．9 2．9
10 ? 0．26 3．0 1．3錬　　粕 一 26．5 4．6 二子粕 一 4．0 2．2 雑　　穀 19．5 一 2．7 鉄 一 6．8 2．5
註　1）第1表と同一書より作成．
　2）単位はパーセント．
?????????????????????
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によると，移出入の最大は普通農産物でこれが全体の35．6％を占める。全県
のそれを大きくうわまわる。全県では26．2％で第1位の糸魚及原料は27．4％
でそれをうわまわるものの，普通農産物についで第2位である。このほか其
他雑品，金属及同製品が全県をうわまわるが，これら以外はいずれもそれを
下まわる。移出入別にみると，移出の最大は糸類及其原料でこれが45．7％を
占め，他は其他雑品が14．4％のほかはいずれも全県のそれより小さい。上位
10品目を示す第9表によれば，最大の商品は米で，これが33．0％，ついで綿
糸が25．2％となっている。米は移入中の40。3％，綿糸は移出中の44．6％を占
めているのであり，これらが移出入中の中心であった。そのほかでは呉服太
物，肥料が移入品として，足袋等が移出品としてある。これら足袋や紙，木材
等が其他雑品のウェイトをたかめるものとなっていたのである。移出中に綿
糸が著しく大きいのはここ岡山市には職工1，542人の岡山紡績株式会社工場
があることを反映しているのであろう。岡山市はこのような部門別，品目別構
成をとりつつ，岡山県下最大の物産県外移出入地であったが，同時に岡山県
下最大の消費都市でもあった。『全国商工人名録』における多品目に及ぶ549
人の有力商入の存在そのものがこのことを示しているといえるであろう。
　牛窓町　この牛窓町の物産県外移出入にお・けるきわだった特徴は其他雑品
の40．3％に及ぶ大きさである。これは移出中の22．7％で普通農産物63．2％に
つぐが，移入中の実に53．2％に達するものである。この其他雑品と普通農産
物のほかでは水産物が17．3％と大きいが，これら3部門以外はいずれもきわ
めて小さい。第9表によって個別品目別にみると，材木が最大で34．0％，つ
いで米26．4％，生魚10．3％である。これらが上にあげた3部門のウェイトを
著しくたかめていたのである。米は最大の移出品であるが，材木は最大の移
入品であるとともに米につぐ移出品でもある。この牛窓地方には材木の生産
はなく，したがって移出は再移出が少なくないであろう。日向，紀伊を主た
る仕出地とし，大阪，兵庫，四国を主たる仕向地としている。移入は15万円，
移出は5．5万円で単年度で単純に計算すれば10万円ほどの移入超過である。
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ここには造船業があって（『商工人名録』にも造船業大工屋宮脇重五郎営
業税10円28銭3厘，の記載がある），造船の用材として消費されるものも多い
であろうが，材木流通の中継地ともいうべき性格をもつていたといえよう。
『商工人名録』によると，この牛窓町には材木商として先にあげた若葉屋服
部平兵衛という材木商としてのみでなく，全商業者中の営業総額で県下第1
位という大商人がいるほか，同じく材木商に松屋岡義太郎がいる。材木につ
ぐ米は仕向地は兵庫，九州，四国，仕入地は兵庫，生魚は仕入地は讃岐，播
磨，仕向地は讃岐，大阪となっている。なお『商工人名録』によると，この
牛窓町には清酒醸造として梶屋服部平五郎，花屋竹内治助，備中屋高祖鶴吉
があり，営業税も梶屋が50円台のほか他も小さくない。このような醸造者が
存在するが，県外への移出は214石，1，850円のみであって，製品は県内消費
のものであったと思われる。
　西大寺町　西大寺町は織物及同製品，油類及燃料の比率の著しい大きさ，
それに水産物が同じく大きいことが目につく。個別品目でみると第9表のよ
うに呉服太物が28．8％と最大で，ついで石炭20。8％，米9．8％，繰綿7．5％と
なっている。この西大寺港は移入額が移出額を大きくうわまわっており，第
9表にあげた10品目はいずれも移入額が移出額をうわまわっている。呉服太物
は移入は21万4千反で九州，大阪，京都を仕出地とし，移出は14万2千反で讃
岐を仕向地としている。石炭は築前を仕出地，大阪，兵庫を仕向地，繰綿は備
後，大阪を仕出地讃岐を仕向地としている。その他をも含めて，概して中
継地的側面がつよいように思われる。
　下津井町　下津井港は普通農産物が58．7％，水産物が16．0％で全県と比較
してここの大きさが顕著であるほか，肥料も18．6％と大きい。これらに集中
する反面，いくつかの部門は，それに属する品目の移出入がみられない，そ
ういう特徴を指摘し得る。主要品目は第9表にみるように，米，肥料，雑穀，
麦，生魚等でいずれもほぼ移出移入額が均衡している。米は北国，九州，讃
岐を仕出地，大阪，神戸，兵庫，徳島県を仕向地とし，肥料は北国，九州，
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朝鮮を仕出地，香川，徳島県を仕向地としている。肥料のこのような移出入
状況はここ下津井港が肥料の中継地となっていることを思わせるが，総じて
この下津井港はそのような性格をつよくもっていたように思われる。『商工人
名録』によると，下津井町には肥料商は3人であるが，うち湊屋三宅萬五郎，
西＝本屋古西政次郎の2人は営業税が40円台，あるいは30円台で大きい。前者
は兼船舶廻航業，後者は兼港問屋となっている。この肥料商三宅萬五郎が兼
ねている船舶廻航業といえば，この下津井町には8人の船舶廻航業者のいる
ことが著しい特徴となっている。しかもそれは高松屋中西七太郎が営業税69
円33銭6厘というように大規模であるのをはじめとして，営業税40円台2人，
30円台2人というように規模の大きい営業者である。このような船舶廻航業
者の存在は，ほかならずこの下津井港が中継地的性格をもつところであるこ
とを示すものとなっているといえよう。
　味野村　味野村の県外移出入は5品目のみである。移出は綿糸，食塩，花
　　　　　　　　　　　　　　　　（ママ）莚，移入は繰綿，石炭である。繰綿は支那，印度，米国を仕出地とし，石炭
は福岡県をそれとする。他方，綿糸は大阪府を出向地とし，食塩は東京，神
奈川，愛知，愛媛，福岡，三重，新潟，北海道，朝鮮，花莚は兵庫県をそれ
としている。ここには職工数620人の豊野紡績株式会社工場があり，繰綿の移
入，綿糸の移出はまさしくこのことを反映しているものといえよう。『商工
人名録』によると，ここには営業税97円余の塩田業塩問屋野崎武吉郎がおり，
これが食塩移出の大きさをもたらしているのであろう。石炭が2万6，640トン
移入されているが，これはこれら紡績工場用，製塩用として移入されている
のであろう。
　倉敷町　倉敷駅からの物産県外移出入にみられる著しい特徴は，糸類聖楽
原料と編物及其原料の著しい大きさであろう。この両部門のぽかは金属及同
製品以外はいずれも全県平均よりその比率は小さくなっている。移出入別に
みると，移出では糸島及其原料が41．4％，編物及其原料が32，5％を占め，移
入では糸類及其原料が実に66．4％を占めている。個別品目は第9表のように，
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繰綿が移入の64．7％，綿糸が移出の39．4％，花莚が移出の23．5％を占めてい
る。この倉敷町には職工数1，243人の倉敷紡績株式会社工場があり，原料の繰
綿の移入，製品の綿糸の移出はこの倉敷駅を拠点とする鉄道によっていたこと
を反映しているであろう。繰綿の移入は11万貫に達し，その仕出地は京都，大
阪，綿糸の移出は58万839貫で，仕向地は大阪，．九州，四国，広島となってい
る。この繰綿，綿糸とともに倉敷駅からの移出入を特徴づけているのが花蕊
および畳表である。花莚は6万5千本が移出され，畳表は68万枚が移出され
ている。前者は神戸，後者は東京，大阪，神戸を仕向先としている。このほ
かにこれらと同じく編物及其原料に属する藺，麦秤真田紐の移出がある。倉
敷町の所在する曲屋郡は備前西部から備中東部にかけての藺莚業の中心地で
あり・このような輔が反映されているであろう・このように繰綿解入・
綿糸，花蕊の移出が著しいが，このような紡績会社製品，原料，あるいは重
要輸出品である花莚等の県外移出入はむしろ地元商人の手を経ることなく行
　　　　　　　　（7）なわれるのであり，したがって『商工人名録』の商業者構成には反映されて
いない。倉敷町の有力商入は呉服太物商，米穀商，清酒醸造販売等にとどま
っているのである。
　玉島町　玉島町には二つの県外物産出入拠点がある。玉島港と玉島駅であ
る。後者の分は前者のそれの2割にもならず，玉島港が中心である。玉島港
は移入が移出を2割ほどうわまわり，玉島駅は移出が移入を3割ほどうわま
わっている。第8表はこの両者を合計した玉島町についてである。糸類及其
原料がほぼ全県平均となっている25．8％と大きいが，なによりも顕著なこと
は肥料の38．3％という大きさである。これが移入の45．5％を占め，移出の
30．1％を占める。鮭メ粕，羽緋，池子粕という魚肥類が中心で，それに豆粕
（7）倉敷紡績株式会社の場合，その製品は大阪，中国，九州，四国，具体的には大阪，
　岡山，備中・備後の機業地，広島，久留米，熊本，伊豫等の大消費地に向けられ，各
　地の販売特約店を取引先としていた（『回顧六十五年』，1957年，55－57ページ）。
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類が加わる。この肥料につぐ糸類及其原料は，移出の32．5％を占めて最大で
あるが，これは綿糸である。この部門はまた移入の20．1％を占めるがこれは
繰綿である。これらに，米，呉服太物，麦稗真田等がつづく。ここ玉島は備
中綿作地帯への肥料の入荷地であったところであるが，この肥料集散地とし
ての性格が反映されているであろう。『全国商工人名録』によると，この玉島
町は有力肥料商の存在をもつてその特徴としていたが，それもまたこのよう
な事情に符合するものといえよう。またこの玉島には職工数1，304人の玉島紡
績株式会社工場があるが，繰綿の移入，綿糸の移出の大きいことはこのよう
なことを反映したものであろう。綿糸の3割6分弱が玉島駅からであるが，
以上の多くは玉島港からの移出入となっていて，この玉島町にあってはなお
港湾の位置が圧倒的にたかいのである。肥料は魚肥類の大部分が北海道から
移入されているものとみられる。繰綿は大阪，神戸からで，綿糸は清国，九
州，馬関，広島（以上玉島港），兵庫，神戸，大阪，名古屋（以上玉島駅）を
主なる仕向地としている。
　笠岡町　笠岡町にも二つの物産県外移出入地がある。笠岡駅と笠岡港であ
る。ここでは笠岡駅の方が多く，笠岡港の移出入額は笠岡駅の半分弱にも達
しない。部門別には糸崎及其原料，飲食物，編物及其原料が全県よりウェイ
トがたかく，そのほかは低い。移出は糸類及其原料と普通農産物が大きく，
飲食物，編物及其原料がつづく。移入は肥料，糸鋸及其原料等が大きい。個
別品目でみると第9表のようになる。繰綿が移入され，綿糸が移出される。
練粕が移入され，米，雑穀等々が移出される。移出はこの表の素麺，刻煙草
のほかはすべて笠岡駅から出荷される。この笠岡駅には移入はなく，移入は
すべて笠岡港である。繰綿は神戸から移入し，綿糸は清国向けに県外へ移出
される。ここには職工390人の笠岡紡績株式会社工場があり，これが反映され
ているのであろう。肥料の鯨粕・羽練は北海道を仕出地としている。『商工
人名録』での笠岡町の特徴は肥料商のウェイトのたかさにあったが，このよ
うな肥料集散地としての笠岡町の特徴を示すものであるといえよう。
一76一
明治中期の岡山県における商品流通をめぐって　319
　津山町　津山町は移入額は移出額の約6倍というように，前者が後者に圧
倒的にうわまわる。織物及同製品，油類及燃料，金属及同製品，水産物が全
県構成の比率をうわまわる。個別品目でみると，呉服太物，鉄，石炭，石油，
和洋小間物，生魚，菜種油が移入され，生糸，米，雑穀が移出されている。
この地方の物産が移出され，消費品，それに若干の生産資材が移入されてい
るということになる。　『商工人名録』では，其他雑品，飲食物，織布及同製
品のウェイトがたかく，呉服太物商，清酒醸造販売，醤油醸造，穀物商号を
中心とし，またその営業税規模も総じて大きくない。この地方の需要する物
資を取扱う営業者の存在状況を示しているといえるのである。
　津山東町　津山町に接する津山東町は移出が移入をうわまわるが，移出額
そのものは津山町と大差はない。材木，米，酒，麦などが移出品で，呉服太
物，和洋小間物，紙，生魚，石油，石炭業が移入品である。津山町と比較し
てこの地域の物産移出はむしろこの津山東町にあるといえそうであるが，移
入物品の構成などは津山町と大きな差はなく，総じて両者は類似した商品流
通拠点となっているといえるであろう。津山町・津山東町を通じてみると，
呉服太物は大阪，西京，鉄は平押，石炭は九州，石油は神戸，大阪，和洋小
間物は大阪，東京，西京，生魚は因幡，伯者，播磨を仕出地とし，生糸は西
京，横浜，材木は大阪，神戸，米は大阪，兵庫を仕向地としている。
　この津山町，津山東町の両町は，以上のごとき商品の，以上のごとき遠隔
地との移出入の拠点であるが，同時にこの津山地方の地域内の交易の中心地
なのであり，このようなことが津山町についてみた『商工人名録』における
有力商業者の存在状況の特徴としてきたことに反映されているといえるので
ある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1983年5月31日）
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